
授業科目 ボランテ1ア論

【担当教員名】 対象学年 対象学科 I 理学・作業・言語・健康・社会

山手茂 開講時期 前期 必修・選択 ． i ． 選択・選択・選択・必修・選択

単位数 時間数 i 15 

＜概要＞

日本社会が市民社会として成熟するにともなって、保健•福祉·文化など公共の利益を自発的に追求し、よりよい社会を創造するポラン

ティア活動が活発になり、参加者が増加している。その意義、歴史、実態などについて学習しながら、専門職とポランティアの関係を考え

る。

＜学習目標＞

1．ポランティアの意義を理解する。

2．保健・医療・福祉専門職とポランティアの関係を理解する。

3．福祉コミュニティ形成のためのポランティア、ポランティア団体、 NPOの役割を考える。

4．専門職になるための学習過程におけるポランティア活動の意義を理解する。

5．専門職になってからもポランティア活動を続ける意義を理解する。

6．専門職になってからポランティア・コーディネーターとして活動する意義を理解する。

回
授業計画又は学習の主題

SBO 

?|国際ポランティア年・・：：1・年レ門？］‘:ンティア年の意義と学生のポランティア体験（時間内I番号1;；:；ご：：：：：こ：二ご二：：
2 I専門職とポランティア…担当教師（山手）のポランティア体験の発表と学生のポランティア

観

3 地域のポランティア活動…地域のポランティア・センターやポランティア団体の活動

4 ポランティア団体…地域のポランティア団体の事例調査報告

5 ポランティアの理論…ポランティア、ポランティア団体、 NPOと福祉コミュニティの形成

6 まとめ

7 試験・・・学習成果を小論文にまとめる

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞

教科書
使用しない。

参考書
随時紹介する。

その他の資料
毎時間印刷教材を配布する。

く発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

【評価方法】

①体験報告リポート、②出席、③期末試験を総合I;：::9:;'.ま本来自発的な活動であるから、受講者は自発的・主体的に学習してほ

して評価する。 しい。 「ポランティア実習」も受講し、実習・実践してほしい。 1 
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